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選択科目    環境保全計画 

令和６年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   環境部門 

専門とする事項    環境の現状解析及び予測・評価 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

1 

1 .  課 題 及 び 及 び そ の 内 容  

上 記 基 本 戦 略 の う ち 、  「 ② 生 態 系 の 健 全 性 の 回

復 」 を 選 択 す る 。 以 下 に 課 題 及 び そ の 内 容 を 示 す 。  

① 自 然 環 境 保 全 地 域 等 の エ リ ア 拡 大  

生 物 の 生 息 ・ 生 育 基 盤 を 確 保 す る 観 点 か ら 、 国 立 公

園 、 国 定 公 園 、 緑 地 保 全 地 域 、 緑 の 回 廊 な ど 自 然 環 境

保 全 地 域 の エ リ ア 拡 大 が 課 題 で あ る 。  

② 希 少 種 等 、 指 標 生 物 の 保 全  

 イ ヌ ワ シ 、 ク マ タ カ 等 の 希 少 猛 禽 類 は ア ン ブ レ ラ 種

で あ り 、 本 種 の 保 全 が 生 態 系 全 体 の 保 全 に つ な が る 。  

生 物 多 様 性 確 保 の 観 点 か ら 、 レ ッ ド リ ス ト 等 の 重 要 種

や 環 境 を 指 標 す る 生 物 の 保 全 が 課 題 で あ る 。  

③ 外 来 種 の 適 切 な 対 応  

 侵 略 的 外 来 生 物 は 、 在 来 種 の 生 息 ・ 生 育 を 脅 か し 、

生 息 域 の 縮 小 、 個 体 数 減 少 を 引 き 起 こ す 。  

健 全 な 生 態 系 の 機 能 確 保 の 観 点 か ら 外 来 種 の 適 正 な

駆 除 等 の 管 理 が 課 題 で あ る 。  

2 .  最 重 要 課 題 及 び そ の 解 決 策  

日 本 は 南 北 に 長 く 、 海 岸 か ら 高 山 ま で 様 々 な 環 境 が

あ り 、 多 様 な 生 態 系 が 成 立 し て い る 。 こ の よ う な 多 様

性 の 高 い 生 態 系 を 保 全 す る に は 生 息 生 育 基 盤 と な る 自

然 環 境 保 全 地 域 等 の エ リ ア 拡 大 が 有 効 に 機 能 す る 。 こ

の た め 、 「 ① 自 然 環 境 保 全 地 域 等 の エ リ ア 拡 大 」 を 最

重 要 課 題 と し て 取 り 上 げ る 。  

最 重 要 課 題 に 対 す る 解 決 策 に つ い て 以 下 に 示 す 。  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字

① 国 立 公 園 等 の エ リ ア の 拡 張 及 び 新 規 指 定  

 自 然 公 園 法 に 基 づ く 国 立 公 園 、 国 定 公 園 、 行 政 単 位

の 指 定 地 域 な ど の 保 全 エ リ ア の 拡 張 及 び 新 規 指 定 を 行

う 。  

② O E C M （ 自 然 環 境 の 保 全 に 資 す る エ リ ア ） の 拡 大  

企 業 や 民 間 の 小 規 模 ビ オ ト ー プ 等 、 自 然 共 生 サ イ ト

へ の 登 録 拡 大 を 図 る 。  

O E C M の 拡 大 に よ り 、 2 0 3 0 年 を 目 標 年 と す る 3 0 b y 3 0

の 取 組 み に も 寄 与 す る 。  

③ グ リ ー ン イ ン フ ラ 整 備 の 拡 大  

コ ン ク リ ー ト 等 の 人 工 構 造 物 に よ る 整 備 （ グ レ ー イ

ン フ ラ ） か ら 自 然 環 境 に 配 慮 し た グ リ ー ン イ ン フ ラ へ

転 換 が 必 要 で あ る 。  

森 林 や 河 畔 林 な ど の 開 発 に 際 し て 、 生 物 に 配 慮 し た

整 備 を 行 い 生 態 系 を 保 全 す る 。 ま た 、 多 自 然 川 づ く り

な ど に よ り 生 息 ・ 生 育 環 境 を 保 全 し た 整 備 を 推 進 す る 。

3 .  新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ の 対 策  

自 然 環 境 保 全 エ リ ア の 拡 大 は 人 と 自 然 と の 触 れ 合 い

合 い 活 動 の 場 の 提 供 に つ な が る 。  

触 れ 合 い 活 動 の 機 会 の 増 加 に よ り 、 自 然 環 境 の 利 活

用 が 活 性 化 さ れ る 。 適 度 な 利 活 用 は 自 然 環 境 と の 共 生

に も 寄 与 す る が 、 自 然 の 環 境 収 容 力 の 範 囲 内 を 超 す オ

ー バ ー ユ ー ス に な る と 、 生 態 系 劣 化 の リ ス ク が 発 生 す

る 。  

こ の よ う な り ス ク に 対 す る 対 応 と し て 、 E S D 等 、 環
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字

境 学 習 、 環 境 教 育 を 実 施 し 、 適 正 な 利 用 へ の 行 動 変 容

を 促 す こ と が 重 要 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 公 園 管 理 者 に

つ い て も 各 種 研 修 等 に よ り 技 術 力 や 指 導 力 向 上 を 図 る 。

4 .  技 術 者 と し て の 倫 理 、 持 続 可 能 性 の 観 点 か ら の 要

件 ・ 留 意 点  

グ リ ー ン イ ン フ ラ の よ う に 公 共 の 安 全 と 環 境 の 保 全

を 調 和 さ せ る 必 要 が あ る 。 当 該 イ ン フ ラ 整 備 の 際 に は 、

開 発 と 自 然 保 護 と い う ト レ ー ド オ フ の 相 互 関 係 を 踏 ま

え つ つ 、 最 適 化 を 図 り 整 備 を 推 進 す る こ と が 重 要 で あ

る 。  

ま た 、 人 類 共 通 の 目 標 で あ る S D G S の 観 点 か ら 自 然

保 全 エ リ ア の 確 保 ・ 保 全 が 必 要 と 考 え ら れ る 。 S D G S

の 「 陸 ・ 海 の 豊 か さ を 守 ろ う 」 の 項 目 を 念 頭 に お き な

が ら 持 続 可 能 な 整 備 ・ 保 全 を 推 進 し て い く こ と が 重 要

で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 最 終 行 ま で 記 入 。  



選択科目    

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                   部門  

専門とする事項   

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

 ① 生 態 系 の 健 全 性 の 回 復 を 選 ぶ 。  

（ １ ） ３ つ の 課 題  

課 題 ① ： 国 立 公 園 等 の 生 物 保 護 地 域 の 拡 充  

 人 間 の 開 発 行 為 や 気 候 変 動 に よ る 自 然 災 害 の 影 響 等

に よ り 、 生 物 の 生 育 ・ 生 息 適 地 が 失 わ れ て い る 。 そ こ

で 、 国 立 公 園 等 の 生 物 保 護 地 域 を 拡 充 す る こ と で 、 生

物 の 生 育 ・ 生 息 適 地 を 確 保 す る 必 要 が あ る 。 生 物 の 生

命 を 守 る 観 点 か ら 、 こ の 課 題 を 挙 げ る 。  

課 題 ② ： 二 次 的 な 自 然 環 境 の 保 全  

 日 本 に は 、 農 業 活 動 等 に よ る 人 間 の 自 然 へ の 関 与 に

よ っ て 維 持 ・ 形 成 さ れ て き た 里 地 里 山 が あ る 。 里 地 里

山 は 、 特 有 の 生 態 系 や 自 然 資 源 、 良 好 な 景 観 、 文 化 の

伝 承 等 の 機 能 を 有 し て い る た め 、 世 界 的 に 注 目 さ れ て

い る 。 そ こ で 、 人 間 の 自 然 へ の 適 切 な 関 与 に よ り 、 二

次 的 な 自 然 環 境 を 保 全 し て い く 必 要 が あ る 。 自 然 と の

共 生 と い う 観 点 か ら 、 こ の 課 題 を 挙 げ る 。  

課 題 ③ ： 法 律 に よ る 規 制 や 普 及 啓 発 等 に よ る 外 来 生 物

の 防 除  

 物 資 移 動 の グ ロ ー バ ル 化 や 気 候 変 動 の 影 響 等 に よ り 、

外 来 生 物 の 侵 入 が 生 じ て い る 。 例 え ば 、 日 本 で は 人 間

の 生 命 に 影 響 を 及 ぼ し う る ヒ ア リ の 発 見 件 数 が 増 加 し

て お り 、 ま た ア メ リ カ ザ リ ガ ニ や ア カ ミ ミ ガ メ 等 の 外

来 生 物 が 野 外 で 発 見 さ れ て い る 。 そ こ で 、 日 本 で は 改

正 外 来 生 物 法 に よ る 規 制 や 終 生 飼 養 の 普 及 啓 発 等 に よ

る 対 策 が な さ れ て お り 、 今 後 も こ れ ら の よ う な 対 策 が
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○解答欄の記入は、1 マスにつき1 文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

必 要 で あ る 。 外 来 生 物 に よ る 自 然 生 態 系 の 侵 食 を 防 止

す る 観 点 か ら 、 こ の 課 題 を 挙 げ る 。  

（ ２ ） 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と そ の 解 決 策  

国 立 公 園 等 の 生 物 保 護 地 域 の 拡 充 が 最 も 重 要 な 課 題

で あ る と 考 え る 。 理 由 は 、 今 後 さ ら な る 人 間 の 開 発 行

為 や 自 然 災 害 等 に よ る 影 響 が 予 想 さ れ 、 生 物 の 生 育 ・

生 息 適 地 を 確 保 す る こ と で 生 物 の 生 命 を 守 る こ と が 急

務 で あ る と 考 え ら れ る か ら で あ る 。  

解 決 策 ① ： 国 立 公 園 の 新 規 選 定 及 び 大 規 模 拡 張 候 補 地

の 選 定  

 日 本 で は 、 国 立 公 園 の 新 規 選 定 や 大 規 模 拡 張 候 補 地

の 選 定 等 が 行 わ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 生 物 の 生 育 ・

生 息 適 地 を 確 保 し て い く 。  

解 決 策 ② ： O E C M や 自 然 共 生 サ イ ト の 選 定 ・ 拡 充  

 国 立 公 園 等 の 保 護 地 域 以 外 で 生 物 多 様 性 の 保 全 に 資

す る 地 域 （ O E C M ） や 民 間 の 取 組 等 に よ っ て 生 物 多 様 性

の 保 全 が な さ れ て い る 自 然 共 生 サ イ ト の 選 定 ・ 拡 充 を

行 う 。 こ れ に よ り 、 生 物 の 生 育 ・ 生 息 適 地 を 確 保 し て

い く 。  

（ ３ ） 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

リ ス ク ① ： 気 候 変 動 の 影 響 に よ る 生 物 の 生 育 ・ 生 息 適

地 の 移 動 及 び 損 失  

 気 候 変 動 の 影 響 に よ る 平 均 気 温 の 上 昇 に よ り 、 生 物

の 生 育 ・ 生 息 適 地 の 移 動 が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、

自 然 災 害 の 激 甚 化 に よ り 、 生 物 の 生 育 ・ 生 息 適 地 の 損
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○解答欄の記入は、1 マスにつき1 文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

失 が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。  

対 策 と し て 、 状 況 に 応 じ て 生 物 保 護 地 域 の 新 規 選 定

や 拡 充 を 行 い 、 生 物 の 生 育 ・ 生 息 適 地 を 確 保 し て い く

必 要 が あ る 。  

リ ス ク ② ： O E C M に お け る 生 物 多 様 性 の 保 全 の 疑 義  

 O E C M の 選 定 は 各 国 で 決 め ら れ る べ き と さ れ て お り 、

明 確 な 基 準 が 設 け ら れ て い な い 。 そ の た め 、 地 域 に よ

っ て は 生 物 多 様 性 の 保 全 に 乏 し い 地 域 が O E C M と し て

選 定 さ れ て し ま う 可 能 性 が あ る 。  

 対 策 と し て 、 共 通 の 選 定 基 準 を 設 け る 必 要 が あ る 。  

（ ４ ） 技 術 者 と し て の 倫 理 、 社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点

か ら 必 要 と な る 要 件 ・ 留 意 点  

 技 術 者 と し て の 倫 理 に お い て は 、 公 共 の 安 全 を 確 保

す る 必 要 が あ る 。 生 態 系 の 健 全 性 の 回 復 の た め の 対 策

を 行 う に あ た っ て は 、 工 期 や コ ス ト 等 の 制 約 が 生 じ る

場 合 が あ る が 、 求 め ら れ る 品 質 を 確 保 し 、 公 衆 の 安 全 、

健 康 及 び 福 利 を 最 優 先 に 考 え て 対 応 し て い く 必 要 が あ

る 。  

 社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点 に お い て は 、 環 境 の 保 全 を

考 慮 す る 必 要 が あ る 。 生 態 系 の 健 全 性 の 回 復 の た め の

対 策 を 行 う に あ た っ て は 、 環 境 破 壊 や 環 境 汚 染 等 が 生

じ な い よ う に 対 応 し て い く 必 要 が あ る 。 そ し て 、 次 世

代 に 良 好 な 環 境 を 引 き 継 い で い く よ う に 努 め る 。 以 上  



選択科目    

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項  問題：生物多様性国家戦略 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－1（R6） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 
 

※ 

⑴ 選 択 し た 基 本 戦 略 及 び 課 題  

⑴ - 1 基 本 戦 略  

 自 然 を 活 用 し た 社 会 課 題 の 解 決 ( 以 下 、 N b S と 略 記 )  

⑴ - 2 課 題  

① 生 態 系 価 値 の 見 え る 化 ≪ 体 制 整 備 の 観 点 ≫  

 N b S の 取 組 を 推 進 し て い く う え で 、 生 態 系 価 値 を 見

え る 化 し 、 期 待 さ れ る 効 果 や 取 組 の 成 果 を 定 量 化 す る

こ と が 重 要 で あ る 。 こ れ に よ り 、 行 政 、 地 域 、 企 業 等

の 主 体 に よ る N b S の 取 組 の 普 及 、 活 発 化 に 繋 が る も の

と 考 え ら れ る 。          ↓ 《 》  

② 自 然 を 活 用 し た 地 域 づ く り の 推 進 ( 取 組 実 施 の 観 点 )  

 環 境 ・ 経 済 ・ 社 会 課 題 へ の 対 応 と し て 、 地 域 循 環 共

生 圏 の 推 進 が 必 要 で あ り 、 こ の 地 域 づ く り の 中 で 、 自

然 を 活 用 す る こ と が 重 要 で あ る 。 N b S の 取 組 を 地 域 レ

ベ ル で 進 め る こ と で 、 多 様 な 地 域 課 題 の 解 決 に 繋 が る

と 考 え ら れ る 。  

③ 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー に よ る 自 然 環 境 影 響 の 最 少 化  

 《 ト レ ー ド オ フ 解 消 の 観 点 》  

 再 エ ネ は 、 自 然 を 活 用 し た 気 候 変 動 対 策 と し て の 側

面 が あ る 一 方 で 、 そ の 施 設 設 置 や 稼 働 に 際 し て 、 自 然

環 境 へ 負 の 影 響 を 与 え る と い う 側 面 も あ る 。 こ の た め 、

自 然 環 境 へ の 影 響 を 最 小 化 し 、 ト レ ー ド オ フ を 解 消

（ 最 少 化 ） す る こ と で 、 N b S と し て の 効 果 を 最 大 限 に

発 揮 さ れ る こ と が 求 め ら れ る 。  

※ 一 行 分 を 空 け て 次 の ペ ー ジ へ  
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⑵ 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

⑵ - 1 重 要 な 課 題  

 自 然 を 活 用 し た 地 域 づ く り の 推 進  

 こ の 課 題 を 解 決 す る こ と は 、 ネ イ チ ャ ー ポ ジ テ ィ ブ

だ け で な く 、 炭 素 中 立 、 循 環 経 済 に も 寄 与 す る と 考 え

ら れ る た め 、 最 も 重 要 な 課 題 と し て 挙 げ た 。  

⑵ - 2 解 決 策  

① 地 域 活 性 化 へ の 自 然 利 用  

・ 自 然 公 園 、 ジ オ パ ー ク 、 エ コ パ ー ク 、 ラ ム サ ー ル 条

約 湿 地 等 を 活 用 し た エ コ ツ ア ー （ 特 に 、 ア ド ベ ン チ

ャ ー ツ ー リ ズ ム ・ サ ス テ ナ ブ ル ツ ー リ ズ ム 等 ）  

・ か わ ま ち づ く り （ 制 度 を 活 用 し た 地 域 づ く り ）  

・ 自 然 共 生 サ イ ト の 認 定 、 環 境 教 育 等 へ の 活 用  

・ 里 地 里 山 の 管 理 （ 獣 害 対 策 と 合 わ せ た ジ ビ エ 利 用 、

間 伐 材 利 用 、 バ イ オ マ ス 利 用 等 ）  

② 防 災 へ の 自 然 利 用 （ E c o - D R R ）  

・ 海 岸 防 災 林 の 整 備 に よ る 津 波 対 策  

・ 霞 堤 ・ 遊 水 池 、 保 安 林 （ 水 源 か ん 養 、 水 害 防 備 ） の

整 備 に よ る 治 水 対 策  

・ 森 林 整 備 や 保 安 林 （ 土 砂 流 出 防 備 等 ） に よ る 土 砂 災

害 対 策  

③ 気 候 変 動 対 策 へ の 自 然 利 用  

・ 建 物 の 屋 上 ・ 壁 面 緑 化 等 に よ る 緩 和 ・ 適 応 策  

・ 森 林 整 備 に 伴 う C O 2 吸 収 量 増 加 や 木 材 の 建 築 利 用 に

伴 う C O 2 固 定 に よ る 緩 和 策  
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⑶ 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ の 対 策  

⑶ - 1 リ ス ク  

 外 来 種 の 拡 散 、 定 着 、 増 加  

地 域 づ く り に 自 然 を 活 用 す る 際 、 緑 化 の た め の 整 備

や 域 外 か ら の 移 入 者 増 加 の 場 面 で 外 来 種 も 拡 散 さ れ る

リ ス ク が 考 え ら れ る 。  

⑶ - 2 対 策  

① 緑 化 等 の 整 備 時 に お け る 地 域 性 種 の 使 用  

 整 備 前 に 地 域 の 生 物 相 を 把 握 し て お き 、 緑 化 等 に 使

用 す る 植 物 は こ れ ら を 用 い る 。 や む を 得 ず 使 用 す る 場

合 は 特 定 外 来 生 物 や 生 態 系 被 害 防 止 外 来 種 リ ス ト 掲 載

種 を 避 け 、 必 要 に 応 じ て 専 門 家 に も 相 談 す る 。  

② 来 訪 者 へ の 注 意 喚 起 、 普 及 啓 発  

 地 域 P R パ ン フ レ ッ ト 等 に 注 意 事 項 等 を 記 載 （ 衣 類

に 付 着 し た 外 来 種 子 の 除 去 、 保 護 地 へ の 過 度 な 立 入 禁

止 、 外 来 種 対 策 管 理 費 の 寄 付 依 頼 等 ） 。 携 帯 ア プ リ に

よ る 外 来 種 モ ニ タ リ ン グ を ア ク テ ィ ビ テ ィ 化 す る 等 。  

⑷ 技 術 者 倫 理 、 社 会 持 続 可 能 性 に 必 要 な 要 件 ・ 留 意 点  

 地 域 づ く り の 推 進 に つ い て は 、 一 団 体 や 地 域 の 利 益

を 優 先 せ ず 、 あ ら ゆ る 団 体 あ る い は 他 の 隣 接 地 域 等 の

向 上 （ つ ま り 公 益 ） を 意 識 し て 取 り 組 む 。 自 然 の 活 用

の み な ら ず 、 地 域 住 民 や 利 用 者 の 安 全 も 優 先 す る 。 自

然 の 活 用 に 際 し て は 、 一 時 の 大 量 利 用 に よ り 、 生 態 系

が 劣 化 、 消 費 さ れ な い よ う 、 持 続 可 能 な 形 で の 利 用 を

行 い 、 次 世 代 へ の 環 境 教 育 に も 活 用 す る 。  



選択科目   自然環境保全 
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技術部門    環境部門  

専門とする事項  河川生態系 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

１ 

（ １ ） 自 然 を 活 用 し た 社 会 課 題 の 解 決  

課 題 ① ： 防 災 ・ 減 災 に 関 す る 課 題  

 近 年 、 気 候 変 動 に 伴 う 台 風 の 巨 大 化 、 線 状 降 水

帯 の 発 生 に よ る 水 害 、 土 砂 災 害 な ど の 自 然 災 害 が

頻 発 し て お り 、 生 命 、 財 産 が 脅 か さ れ て い る 。 よ

っ て 、 安 全 ・ 安 心 確 保 の 観 点 か ら 、 い か に 生 態 系

の 機 能 を 生 か し た 防 災 ・ 減 災 の 取 り 組 み を 行 う か

が 課 題 と な る 。  

課 題 ② ： 気 候 変 動 適 応 策 に 関 す る 課 題  

 本 来 、 西 日 本 な ど に 生 息 し て い る 種 が 東 日 本 に

生 息 し 、 定 着 す る な ど 生 物 の 分 布 域 が 、 急 激 に 変

化 し て い る 。 こ れ に よ り 、 従 来 生 息 し て い た 生 物

種 が 消 滅 す る な ど 、 生 態 系 の 攪 乱 を 招 い て い る 。

こ れ は 、 農 林 水 産 業 や 人 命 に 関 わ る 問 題 と な っ て

い る 。 そ の た め 、 生 態 系 保 全 の 観 点 か ら 、 い か に

生 態 系 の 急 激 な 変 化 を 緩 和 さ せ 、 生 物 相 の ス ム ー

ズ な 移 行 を 行 う か が 課 題 と な る 。  

課 題 ③ ： 気 候 変 動 緩 和 策 に 関 す る 課 題  

 地 球 規 模 で の 森 林 伐 採 に よ り 、 森 林 の 生 態 系 が

破 壊 さ れ 、 C O 2 の 吸 収 源 が 減 少 す る と と も に 生 態

系 サ ー ビ ス が 需 給 で き な く な っ て い る 。 伐 採 後 の

土 地 に 植 林 を 行 っ て も 、 本 来 の 自 然 環 境 を 取 り 戻

す に は 、 長 い 年 月 が 必 要 と な る 。 よ っ て 、 生 命 の

基 盤 確 保 の 観 点 か ら 、 い か に 速 や か に C O 2 の 吸 収

源 と な る 、 自 然 環 境 を 回 復 す る か が 課 題 と な る 。  
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

 以 上 列 記 し た 課 題 の う ち 、 「 課 題 １ ： 防 災 ・ 減

災 に 関 す る 課 題 」 が 最 も 重 要 で あ る と 考 え る 。 な

ぜ な ら 、 自 然 災 害 は 人 命 ・ 財 産 だ け で な く 、 自 然

環 境 に も 大 き な ダ メ ー ジ を 与 え る 喫 緊 の 課 題 で あ

る か ら で あ る 。  

対 策 ① ： グ リ ー ン イ ン フ ラ の 導 入  

 気 候 変 動 に よ る 水 害 及 び 土 砂 災 害 の 激 甚 化 ・ 頻

発 化 に 対 応 す る た め 、 流 域 治 水 の 考 え 方 に 基 づ き 、

堤 防 や ダ ム 整 備 な ど に 加 え て 、 自 然 の 持 つ 潜 在 的

な 防 災 減 災 効 果 を 有 効 に 活 用 し た グ リ ー ン イ ン フ

ラ と し て 導 入 す る 。 具 体 的 に は 、 流 域 内 の 圃 場 を

遊 水 地 と し て 利 用 で き る よ う 霞 堤 を 整 備 し た り 、

田 ん ぼ ダ ム で は 、 遊 水 機 能 に よ り 浸 水 を 抑 制 す る

な ど の 防 災 効 果 を 発 揮 す る 。  

対 策 ② ： 森 林 再 生 及 び 維 持 管 理  

 山 間 部 で は 、 樹 木 の ナ ラ 枯 れ や シ カ 害 と い っ た

生 物 害 の 影 響 や 担 い 手 不 足 を 背 景 に 、 定 期 的 に 伐

採 さ れ 利 用 さ れ て い た 里 山 が 使 わ れ な く な り 、 森

林 の 劣 化 や 、 保 水 力 の 低 下 に よ る 土 砂 災 害 の 発 生

す る 恐 れ も 生 じ て い る 。 そ の た め 、 維 持 管 理 さ れ

て い な い 森 林 を 再 生 す る こ と に よ り 、 山 地 部 に お

け る 降 雨 の 地 下 浸 透 を 増 加 さ せ 、 豪 雨 に 伴 う 出 水

量 の 軽 減 、 土 砂 災 害 の 抑 制 を 促 す 。  

３ ． リ ス ク と 対 応 策  
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 自 然 環 境 を 利 用 し た グ リ ー ン イ ン フ ラ や 森 林 の

維 持 管 理 な ど は 、 広 大 な 土 地 を 収 得 す る 必 要 が あ

る 。 ま た 、 害 虫 の 発 生 に よ る 人 や 農 作 物 へ の 影 響

も 考 え ら れ 、 地 域 住 民 の 理 解 を 得 ら れ る か が 懸 念

さ れ る 。 さ ら に 、 グ リ ー ン イ ン フ ラ や 森 林 の 維 持

管 理 は 、 そ の 効 果 が 発 現 す る に は 時 間 が か か り 、

国 民 の 理 解 が 得 ら れ に く い 。 そ の 対 応 策 は 、 グ リ

ー ン イ ン フ ラ 及 び 森 林 の 維 持 管 理 の 必 要 性 、 波 及

効 果 等 を 分 か り や す い 資 料 で 説 明 し た う え で 、 地

域 住 民 と の 合 意 形 成 に 至 る こ と で あ る と 考 え る 。  

４ ． 技 術 者 と し て の 倫 理  

 グ リ ー ン イ ン フ ラ 及 び 森 林 の 維 持 管 理 に よ る コ

ス ト の 増 大 や 時 間 へ の 制 約 が 発 生 す る が 、 公 益 の

確 保 の 観 点 か ら 、 グ リ ー ン イ ン フ ラ な ど が 十 分 機

能 す る 安 全 安 心 の 確 保 を 最 優 先 と し た 取 り 組 み を

実 行 す る 。  

 ま た 、 グ リ ー ン イ ン フ ラ な ど の 整 備 に あ た り 、

例 え ば 外 来 種 の 樹 木 を 植 栽 し な い な ど 、 地 域 の 生

態 系 に 配 慮 し た 取 り 組 み を 行 う こ と が 、 社 会 の 持

続 可 能 性 の 観 点 か ら 重 要 で あ る と 考 え る 。  

 

 

 

 

 





再現論文Ⅰ 
Ⅰ-2 

(1)  脱炭素先行地域の概要を説明し 、 さ ら に技術者と し ての立場で想定する 具体的な事業を明記し
たう えで、 脱炭素先行地域と し て考慮すべき 3 つの課題を抽出し て、 その課題の内容を示せ。
なお、 抽出する 改題が局所的になら ないよ う に注意する こ と 。  

  脱炭素先行地域の概要 

  脱炭素先行地域と は、 地域の資源を活用する など地域特性に応じ て、 地方創生に資する 形
にて、 2050 年カーボンニュ ート ラ ルに向けて、 2030 年ま でに民生部門の電力消費に伴う
CO2 排出量の実質ゼロ を実現し 、 その他の部門についても 2030 年度目標と 整合する 削減
を目指す先行的モデル地域である 。  

  想定する 具体的な事業 

  地域の資源を活用し て地方創生につながり つつ、 脱炭素を実現する と いう 観点から 地域の
木質を用いたバイ オマス 発電事業を想定する 。  

  考慮すべき 課題 

  地方創生と 継続し た CO2 排出量の削減を達成する ためには、 地域に裨益する 形で、 持続
可能な事業を継続的に実施する こ と が不可欠である 。 そのよ う な観点から 以下の 3 つの課
題を抽出する 。  

  地域への裨益性： 地方創生の観点から は、 地域で生み出し た収益等は地域に還元さ れ
る 必要がある 。  

  持続可能性： 木材の採取先である 森林の適切な管理等を怠る こ と によ り 、 持続可能性
が損なわれる 恐れがある 。  

  事業性の確保： 地方創生、 継続的な CO2 排出量の削減のためには、 毎年確実に収益
を生み出し 、 事業性の観点から 事業を運営する 必要がある 。  

(2)  抽出し た課題のう ち、 最も 重要と 考える 課題を 1 つ挙げ、 その理由を説明し たう えで、 その課
題に対する 複数の解決策について専門技術用語を交えて示せ。  

  最も 重要と 考える 課題 

  事業性の確保 

  理由 

  そのほかの課題は事業性が確保でき 、 事業が実施、 継続でき たう えでの課題であり 、 本課
題が脱炭素先行地域の実現に向けて根本的な課題である ため。  

  複数の解決策 

  確実に収益を得る ために、 フィ ージビリ ティ ス タ ディ を実施し 、 そのう えで蓋然性の高い
事業計画を策定する こ と が重要である 。 そのための主な解決策を 3 つ掲げる 。  

  適切な規模の設計： 地域の森林の規模だけでなく 、 担い手の状況等を踏ま えて原料と
なる 木材が⻑ 期的に入手でき る 適切な規模の設計を行う 。  

  原料の⻑ 期契約： バイ オマス 発電事業は、 10、 20 年と 続く 。 その間も 燃料が持続的
に確保でき る よ う 、 燃料の供給者と ⻑ 期、 かつ可能であれば固定価格での燃料受給契
約を締結する 。  

  パワ ー・ パーチェ イ ス ・ アグリ ーメ ント （ PPA） 等によ る 売電先の確保： 収入源と な
る 売電先についても 、 事業期間中に確実に売電でき る よ う ⻑ 期固定の売電契約である
PPA を締結する 。  

(3)  前問(2)で示し たすべての解決策を実行しても 新たに生じ う る リ ス ク と それへの対策について、



専門技術を踏ま えた考えを示せ。  

  新たに生じ う る リ ス ク  

  原料と なる 地域の林業事業者が廃業等によ り 撤退する リ ス ク  

  対策 

  森林環境税を活用し た地域の林業活性化： 地域の林業経営は縮小している と こ ろ、 新し く
開始さ れた森林環境税を活用し て、 木質バイ オマス 発電の原料と なる 地域の林業整備等に
資金を供給し 、 地域の林業を活性化さ せる 。  

  地域間連携： 地域の林業撤退に備え、 近隣地域から の木材の搬入も 検討する 。 こ れは地域
循環共生圏の考えにも 資する 。  

前問題(1)～(3)の業務遂行において必要な要件を、 技術者と し ての倫理、 社会の持続可能性の観点
から 代位に即し て述べよ 。  

  技術者と しての倫理 

  公衆の安全の確保： 原料と なる 木材の採取だけでなく 、 木材の保管時の発火など事業実施
に伴う 事故が発生し ている 。 公衆の安全を第一と し て、 自己の予防、 防止を徹底する 。  

  持続可能性の観点 

  適切な森林管理： 無計画な森林の伐採は、 持続可能性を損なう 。 森林の生育期間を適切に
調査し 、 そのう えで森林整備計画を策定する などし 、 持続可能な林業を前提と する 。  

 

 

 



問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～19-1 環境保全計画～ 





再現論文Ⅱ 
Ⅱ-1-1 
温室効果ガスのサプライチェーン排出量について、どのようなものか、及びその把握が着目されて
いる背景又は理由について説明するとともに、自社の活用に加えどのような範囲の排出を想定した
ものか、複数の例を示して述べよ。 
 温室効果ガスのサプライチェーン排出量とは、企業活動に伴う温室効果ガスの直接排出に加

え、原材料調達や製品の流通、消費、廃棄に至るまでの全過程で発生する排出量を指す。 
 この排出量は、Scope 1（自社の直接排出）、Scope 2（購入した電力や熱などによる間接排

出）、Scope 3（サプライチェーン全体でのその他の間接排出）に分類される。 
 その把握が着目されている理由としては、多くの企業では、直接排出（Scope 1）や購入電力

などの間接排出（Scope 2）だけでは、実際の排出量全体のごく一部しかカバーできず、サプラ
イチェーン全体（Scope 3）を含めた排出量の把握がなければ、脱炭素社会の実現に向けて十
分な対策が取れないためである。 

 自社以外の排出の範囲である Scope 3 としては、原材料の調達段階での排出量、物流段階での
輸送が挙げられる。 

 
 
 



選択科目   環境保全計画 
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技術部門   環境部門 

専門とする事項   環境の現状解析及び予測・評価 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－ 2 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

← 解答する問題番号（１から４）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

1 .  最 近 の 施 策  

近 年 、 ク マ の 出 没 が 頻 発 化 し 、 人 の 生 活 圏 に 侵 入 す

る 機 会 の 増 大 に 伴 い 人 身 等 の 被 害 が 増 加 ・ 拡 大 し て い

る 。  

2 0 2 3 年 は 記 録 が 残 さ れ る 中 で 最 大 規 模 の 被 害 が 発

生 し た 。 被 害 者 は 顔 の 損 傷 が 8 割 以 上 を 占 め 、 場 合 に

よ り 死 亡 に 至 る 事 例 も 発 生 し て い る 。  

こ の よ う な 事 象 を 背 景 に 令 和 6 年 に 指 定 管 理 鳥 獣 に

選 定 さ れ 、 管 理 計 画 に 基 づ く 適 正 な 管 理 が 進 め ら れ て

い る 。  

2 .  行 政 に お い て ク マ 類 の 出 現 に 備 え る た め に な す べ

き こ と  

① ク マ 類 の 情 報 を タ イ ム リ ー に 提 供 し 、 注 意 喚 起 を 図

る 。 具 体 的 に は 、 行 政 の ホ ー ム ペ ー ジ 上 に 情 報 （ 確 認

位 置 、 被 害 状 況 な ど ） を 表 示 し 、 情 報 の 見 え る 化 を 図

る 。  

② ク マ は 1 日 に 数 十 キ ロ を 移 動 し 、 広 範 囲 に 活 動 す る

こ と か ら 、 隣 接 行 政 機 関 と 情 報 共 有 を 図 り 、 広 域 的 に

連 携 し な が ら 被 害 防 止 策 を 検 討 す る 。  

③ 住 民 に 対 し て 、 ク マ へ の 対 応 策 （ 電 気 柵 、 音 に よ る

駆 除 、 ク マ ス プ レ ー 、 ク マ 鈴 の 携 帯 な ど ） を リ ー フ レ

ッ ト や 回 覧 を 作 成 し 、 情 報 提 供 を 図 る 。  

 

 

※ 最 終 行 ま で 記 入 。  





Ⅱ-2-1 
(1) 災害時の一般廃棄物はどのような場面で発生し、その中にはどのような廃棄物が含まれる可能

性があるかを説明するとともに、特に円滑な初動という観点から、あらかじめ調査、検討して
おくべき事項（災害廃棄物処理計画に盛り込まれている事項を含む）とその内容について説明
せよ。 

 災害時の一般廃棄物は倒壊、土砂災害で多く発生する。 
 その中にはがれき、土砂が多く含まれている。 
 円滑な初動という観点からあらかじめ調査、検討しておくべき事項。 

➢  発生した廃棄物を収集する場所 
➢  災害発生時は各種救助作業等が優先されるため、それらの妨げにならない一般廃棄物

の収集場所をあらかじめ調査し、定めておく必要がある。 
➢  災害発生時の体制 

➢  災害発生時に速やかに対応に移れるよう、各自の役割、連絡体制を定めておく必要が
ある。 

➢  周辺自治体との連携方針 
➢  自らの自治体が被災した際には、救助活動等が優先されるため、廃棄物の処理につい

て、十分な人員、体制を組めない可能性がある。そのような可能性に備えて、周辺自
治体からの救援を含む連携方針は事前に定めておく必要がある。 

(2) 発災後の初動を進める手順とその際に留意する点、工夫を要する点を述べよ。 
 身の安全の確保 

➢  留意する点、工夫を要する点：まずは自身の身の安全の確保が第一である。 
 二次災害の危険性の確認 

➢  留意する点、工夫を要する点：災害後は二次災害が発生する可能性も高いため、廃棄物の
処理行動に移る前に二次災害の可能性に関する情報を入手し、確認する。 

 処理体制の確立 
➢  留意する点、工夫を要する点：自身の安全、二次災害の発生可能性の確認後に、あらかじ

め定めておいた処理体制を確立し、同じくあらかじめ定めておいた処理場への搬入等を進
める。 

(3) 初動を効率的、効果的に進めるための関係者との調整方策について述べよ。 
 災害廃棄物処理実行計画の策定 

➢  関係者の役割分担 
➢  災害廃棄物処理実行計画では、関係者の役割を明確に定める事前に役割を共有し、関

係者全体で実行計画を協議することで、災害時の混乱を防ぐ。 
➢  仮置き場と処理施設の計画的配置 

➢  計画段階で、仮置き場の候補地を設定し、適切な処理フローを構築する。 
 災害訓練の実施 

➢  都道府県、周辺自治体も交えた実践的な訓練の実施 
➢  災害発生時には所属する都道府県や周辺自治体との連携も不可欠であるため、自らの

自治体だけでなく、広域的な連携を前提とした訓練が効果的である。 
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技術部門   環境部門 

専門とする事項   環境の現状解析及び予測・評価 

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－ 2   

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字

選択科目   環境保全計画 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

1 .  調 査 、 検 討 す べ き 事 項 と そ の 内 容  

① 水 質 事 故 の 現 状 把 握  

 水 質 事 故 の 具 体 的 な 現 状 を 把 握 す る 。 魚 類 の 斃 死 の

状 況 、 対 象 魚 種 、 他 の 生 物 へ の 類 似 症 状 の 有 無 等 、 水

質 事 故 に 関 連 す る 情 報 を 収 集 す る 。  

② 事 故 発 生 箇 所 周 辺 の 水 系 な ど 環 境 の 把 握  

 事 故 発 生 箇 所 及 び 周 辺 の 水 系 や 環 境 に つ い て 把 握 す

る 。  

③ 事 故 発 生 要 因 の 把 握  

 事 故 の 現 状 や 事 故 発 生 箇 所 及 び 周 辺 の 水 系 な ど の 環

境 を 踏 ま え て 、 事 故 発 生 要 因 を 把 握 す る 。  

2 .  対 応 を 進 め る 手 順  

① 現 地 調 査 に よ る 水 質 事 故 の 詳 細 な 状 況 把 握  

現 地 調 査 を 実 施 し 、 事 故 の 規 模 （ 被 害 規 模 や 影 響 範

囲 ） や 事 故 の 内 容 に 留 意 し て 、 詳 細 な 情 報 を 収 集 す る 。

② 事 故 発 生 箇 所 及 び 周 辺 の 状 況 把 握  

既 往 資 料 及 び 現 地 調 査 に よ り 事 故 発 生 箇 所 及 び 周 辺

の 状 況 に お け る 環 境 を 把 握 す る 。  

具 体 的 に は 、 支 流 、 枝 沢 の 流 入 状 況 、 土 地 利 用 、 化

学 薬 品 の 取 り 扱 い 状 況 や 行 政 へ の 届 出 状 況 な ど 、 事 故

発 生 要 因 に 関 連 す る 項 目 に 留 意 し て 状 況 を 把 握 す る 。

ま た 、 水 系 は 連 続 し て い る こ と か ら 、 上 記 項 目 に つ い

て は 流 域 単 位 で 広 域 に 把 握 す る こ と に 留 意 す る 必 要 が

あ る 。  

③ 水 質 事 故 の 処 理 対 応  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。）

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字

魚 類 の 斃 死 は 、 水 質 悪 化 や 景 観 上 問 題 に な る た め 速

や か に 個 体 を 除 去 す る 。 た だ し 、 魚 類 の 死 因 が 斃 死 個

体 の 解 剖 等 に よ り 特 定 で き る 可 能 性 も あ る こ と か ら 、

検 査 用 に 検 体 の 一 部 を 冷 蔵 保 存 し 持 ち 帰 る 。  

④ 斃 死 要 因 の 解 析  

現 地 調 査 結 果 等 か ら 、 魚 類 の 斃 死 要 因 を 解 析 す る 。

解 析 に 際 し て は 、 単 一 要 因 か 複 合 要 因 か 総 合 的 に 判 断

す る こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。  

ま た 、 短 期 的 な 事 故 な の か 、 長 期 的 な 事 故 な の か 判

断 す る 必 要 が あ る 。 死 因 と な る 原 因 物 質 が 累 積 蓄 積 さ

れ 閾 値 を 超 え て 顕 在 化 し た も の か ど う か も 検 討 す る こ

と が 重 要 で あ る 。  

⑤ 今 後 の 対 応 策  

死 因 の 解 析 結 果 を 踏 ま え て 、 モ ニ タ リ ン グ を 含 め た

防 止 対 策 を 講 じ る 。 モ ニ タ リ ン グ や 防 止 対 策 は 、 事 後

検 証 で き る よ う に す る こ と に 留 意 が 必 要 で あ る 。  

3 .  対 応 を 効 率 的 、 効 果 的 に 進 め る た め の 関 係 者 と の

調 整 方 法  

水 系 は 連 続 し て お り 、 漁 業 者 、 農 業 従 事 者 、 行 政 、

民 間 等 、 多 様 な ス テ ー ク ホ ル ダ ー が 存 在 し て い る 。 こ

れ ら の ス テ ク ホ ル ダ ー は 利 害 関 係 も 成 立 し て い る 。  

こ の た め 、 関 係 者 間 で 協 議 会 を 設 立 す る な ど 、 速 や

か に 情 報 共 有 で き る 体 制 を 構 築 し て い く こ と が 必 要 で

あ る 。  

※ 最 終 行 ま で 記 入 。  





再現論文Ⅲ 
Ⅲ-1 

(1)  太陽光発電設備の廃棄・ リ サイ ク ルの特徴と 今後の排出の見込みを説明し たう えで、 我が国に
おいて太陽光発電設備のリ サイ ク ルを推進する ための課題を、 技術者と し て多面的な観点から
3 つ抽出し 、 それぞれの観点を明記し たう えで、 課題の内容を示せ。  

  太陽光発電設備の廃棄・ リ サイ ク ルの特徴 

  日本の太陽光発電設備は固定価格買取り 制度（ FIT 制度） 導入後に急速に拡大し ている 。  

  経済産業省では FIT 太陽光については廃棄費用を考慮し た計画（ 廃棄費用積立） を定め
て、 適切な廃棄を促し ている 。  

  今後の排出の見込み 

  太陽光発電設備の耐用年数は 20 年程度であり 、 ま た 10kW 未満の FIT 太陽光の買取り 期
間は 10 年間である こ と から 、 FIT の初期に導入し た 10kW 未満のも のについては 2020 年
代前半から 廃棄が始ま っている 。  

  環境省では、 2040 年ごろには現在のおよ そ 200 倍にあたる 年間 80 万ト ンも の使用済み太
陽光パネルが排出さ れる と 試算し ている 。  

  太陽光発電設備のリ サイ ク ルを推進する ための 3 つの課題 

  観点①： 処理費用 

  太陽光の処理に関し ては、 FIT 太陽光は処理費用の積み立て義務がある が、 自家消費
や昨今増加し ている PPA によ る 設置は義務化がさ れておら ず課題と なっている 。  

  観点②： 処理体制 

  太陽光の廃棄が増えてき たのは近年であり 、 いま だリ サイ ク ル業者が少ないこ と が課
題である 。  

  観点③： 事業者のイ ンセンティ ブ 

  太陽光のリ サイ ク ル産業と し て未確立である こ と から 、 持続的な収益が見込めず、 事
業と し て成立し 得ないこ と が課題である 。  

(2)  前問(1)で抽出し た課題の中から 最も 重要と 考える 課題を 1 つ挙げ、 その課題の複数の解決策
を、 専門技術用語を交えて示せ。  

  最も 重要だと 考える 課題は事業者のイ ンセンティ ブがなく 、 産業と し て未確立である こ と であ
る 。  

  産業と し て成り 立たなければ、 税金等を投じ て体制を整備し 続けなければなら ず、 持続可能な
処理体制は築けない。  

  課題の解決策 

  環境物品等の調達の推進に関する 法律（ グリ ーン購入法） に基づく 調達方針の策定 

  本調達方針を策定し 、 調達品の中に太陽光発電のリ サイ ク ル製品を定める こ と で、 事
業者にリ サイ ク ル製品を取り 扱う イ ンセンティ ブを付与し 、 太陽個発電設備のリ サイ
ク ルを推進する 。  

  循環利用率の公表 

  廃棄物のう ちリ サイ ク ルや再利用さ れた資源の割合を示す循環利用率を公表する こ と
で、 グリ ーン購入法に基づく 調達方針を策定し ている 国や自治体、 民間事業者が公表
事業者から 物品等を調達する イ ンセンティ ブが生ま れる ため、 太陽光発電設備のリ サ
イ ク ルも 向上する と 考えら れる 。  



  カーボンフッ ト プリ ント /エコ ロ ジカルフッ ト プリ ント の策定・ 公表 

  製品やサービス のラ イ フサイ ク ル全体で排出さ れる 温室効果ガス 量や生態系への影響
を数値化し た指標である カーボンフッ ト プリ ント /エコ ロ ジカルフッ ト プリ ント を策
定・ 公表する こ と で、 事業者にリ サイ ク ル製品を取り 扱う イ ンセンティ ブを付与し 、
太陽個発電設備のリ サイ ク ルを推進する 。  

(3)  すべての解決策を実行しても 新たに生じ う る リ ス ク と それへの対策について、 専門技術を踏ま
えた考えを示せ。  

  リ サイ ク ルの原料と なる 太陽光発電の市場が拡大し ないこ と が、 新たに生じ う る リ ス ク と して
考えら れる 。  

  十分な量の太陽光を取集でき なければ、 太陽光のリ サイ ク ル産業は発展し 得ない。  

  こ のリ ス ク への対策と して、 以下を提案する 。  

  ソ ーラ ーシェ アリ ング等のさ ら なる 太陽光の導入 

  環境省の REPOS によ れば、 農地への太陽光発電設備の設置ポテンシャ ルはいま だ大
き い。 そこ で、 農業を行いつつ、 太陽光発電を行う ソ ーラ ーシェ アリ ングを推進する
こ と で、 さ ら なる 太陽光発電の導入を図る 。  

  カーボンプラ イ シングの推進 

  温室効果ガス の炭素排出に対する 課税である 炭素税、 排出権取引等のカーボンプラ イ
シングを課すこ と で、 化石燃料由来の発電設備に比し て、 相対的に太陽光発電設備を
含めた再生可能エネルギーの発電単価が低廉と なり 、 導入のイ ンセンティ ブにつなが
る 。  

  海外から の使用済み太陽光発電設備の輸入 

  脱炭素は世界的な潮流であり 、 世界各国で太陽光の導入が進んでいる 。 それに伴い、
日本と 同様に各国で太陽光発電設備の廃棄・ リ サイ ク ルの課題が発生する と 見込ま れ
る こ と から 、 日本において率先し てそれら を輸入し 、 リ サイ ク ルする こ と で原料と な
る 使用済み太陽光発電設備を調達する 。  





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～19-2 環境測定～ 





選択科目    

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                   部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－    

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。 

← 解答する問題番号（１から４）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

○ 土 壌 溶 出 量 調 査 及 び 土 壌 含 有 量 調 査 の 目 的 の 違 い  

 土 壌 溶 出 量 調 査 に お い て は 、 土 壌 へ の 浸 透 度 合 い を

調 査 す る の に 対 し て 、 土 壌 含 有 量 調 査 に お い て は 、 土

壌 が 直 接 的 に 口 に 含 ま れ て し ま う 可 能 性 を 考 慮 し て 調

査 が な さ れ る 。  

○ 六 価 ク ロ ム の 検 液 作 成 方 法 の 違 い  

 土 壌 溶 出 量 調 査 に お け る 検 液 作 成 で は 、 試 料 を 風 乾

し て 、 2 m m 目 の ふ る い を 通 し 、 試 料 5 0 g に 対 し て J I S  

K  0 5 5 7 に 規 定 す る A 3 又 は A 4 の 水 5 0 0 m L を 加 え 、 振

と う 回 数 毎 分 2 0 0 回 、 振 と う 幅 4 c m 以 上 5 c m 以 下 、 振

と う 方 向 は 水 平 で 、 6 時 間 振 と う し 、 1 0 ～ 3 0 分 間 静 置

後 、 重 力 加 速 度 3 0 0 0 G で 2 0 分 間 遠 心 分 離 し 、 孔 径

0 . 4 5 μ m の メ ン ブ ラ ン フ ィ ル タ ー で 吸 引 ろ 過 し て 、 ろ

液 を 得 る 。  

 土 壌 含 有 量 調 査 に お け る 検 液 作 成 で は 、 試 料 6 g に

対 し て 炭 酸 ナ ト リ ウ ム － 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 溶 液 を

2 0 0 m L 加 え 、 2 時 間 振 と う す る 。 以 降 は 、 上 記 と 同 様

の 操 作 に て 検 液 を 得 る 。            以 上  
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技術部門                   部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－    

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

選択科目    

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

 水 質 の 分 野 を 選 択 し 、 全 窒 素 の S O P の 改 善 業 務 を 想

定 す る 。  

（ １ ） あ ら か じ め 調 査 及 び 検 討 す べ き 事 項  

○ ブ ラ ン ク 値 の 確 認  

 ブ ラ ン ク 値 を 確 認 し 、 周 辺 環 境 か ら の コ ン タ ミ ネ ー

シ ョ ン 等 が 生 じ て い な い か 確 認 す る 。  

○ 測 定 作 業 員 間 に お け る 測 定 誤 差 の 確 認  

 測 定 作 業 員 間 に お い て 、 測 定 誤 差 が 生 じ て い な い か

確 認 す る 。  

○ 測 定 機 器 間 に お け る 測 定 誤 差 の 確 認  

 測 定 機 器 間 に お い て 、 測 定 誤 差 が 生 じ て い な い か 確

認 す る 。  

○ 繰 り 返 し 精 度 の 確 認  

 ブ ラ ン ク 及 び 試 料 に つ い て 繰 り 返 し 測 定 を 行 い 、 誤

差 が 生 じ な い こ と を 確 認 す る 。  

（ ２ ） 調 査 及 び 検 討 す べ き 事 項 の 手 順  

① ブ ラ ン ク 値 の 確 認  

 ブ ラ ン ク を 測 定 し 、 周 辺 環 境 か ら の コ ン タ ミ ネ ー シ

ョ ン 等 が 生 じ て い な い こ と を 確 認 す る 。 こ の 時 、 使 用

す る 器 具 や 容 器 等 は 、 使 用 前 に 酸 洗 浄 し て お く 。 ま た 、

周 辺 環 境 に お い て 清 掃 を 行 い 、 埃 等 を 除 去 し て お く 。  

② 測 定 作 業 員 間 に お け る 測 定 誤 差 の 確 認  

 測 定 作 業 員 間 に お い て 、 測 定 誤 差 が 生 じ て い な い か

確 認 す る 。 こ の 時 、 試 料 の 分 取 や 前 処 理 、 希 釈 操 作 等

に お い て 測 定 誤 差 が 生 じ う る 要 素 が な い か 確 認 す る 。  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき1 文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

③ 測 定 機 器 間 に お け る 測 定 誤 差 の 確 認  

 測 定 機 器 間 に お い て 、 測 定 誤 差 が 生 じ て い な い か 確

認 す る 。 こ の 時 、 光 源 ラ ン プ の 点 灯 、 試 薬 及 び 試 料 の

吸 引 状 況 、 そ の 他 感 度 等 を 確 認 し 、 測 定 誤 差 が 生 じ う

る 要 素 が 無 い か 確 認 す る 。  

④ 繰 り 返 し 精 度 の 確 認  

 上 記 に お け る 測 定 誤 差 を 生 じ さ せ う る 要 素 を 明 ら か

に し 、 対 策 し た 上 で 測 定 を 行 い 、 繰 り 返 し 精 度 に 問 題

が 無 い こ と を 確 認 す る 。  

⑤ S O P の 改 善 と 効 果 確 認  

 対 策 し た 内 容 を S O P に 反 映 さ せ て 改 善 す る 。 改 善 し

た S O P を 用 い て 測 定 を 行 い 、 測 定 誤 差 が 生 じ な い こ と

を 確 認 す る 。  

（ ３ ） 関 係 者 と の 連 携 ・ 調 整  

 B 社 と は 、 S O P の 改 善 業 務 を 行 う に あ た っ て 、 実 施

内 容 や 進 捗 等 に つ い て 書 面 や メ ー ル 及 び 情 報 共 有 シ ス

テ ム 等 に よ り 協 議 ・ 共 有 す る 。  

 A 社 の 本 部 及 び 作 業 員 と は 、 実 施 内 容 や 進 捗 等 に つ

い て 適 宜 協 議 ・ 共 有 す る と と も に 、 現 場 の 状 況 を 考 慮

し て 業 務 を 調 整 ・ 進 行 さ せ て い く 。       以 上  





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～19-3 自然環境保全～ 





選択科目    

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項  問題：条件付特定外来生物 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－1（R6） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

( 1 ) 背 景 、 指 定 さ れ た 種 の 影 響  

 条 件 付 特 定 外 来 生 物 に 指 定 さ れ た ミ シ シ ッ ピ ア カ ミ

ミ ガ メ と ア メ リ カ ザ リ ガ ニ は 、 市 街 地 の 河 川 や 農 業 用

水 路 等 に 定 着 、 ま ん 延 し 、 在 来 の 水 生 生 物 を 捕 食 し 、

生 物 多 様 性 の 低 下 を 引 き 起 こ す 等 の 環 境 影 響 を 与 え て

い る 。 一 方 で 、 飼 育 個 体 数 も 多 い こ と か ら 、 一 気 に 特

定 外 来 生 物 に 指 定 さ れ る こ と で 、 多 く の 飼 育 放 棄 に 繋

が り 、 か え っ て 野 外 で の 生 息 数 を 増 加 さ せ る 可 能 性 が

あ る こ と か ら 、 一 部 の 行 為 規 制 に と ど ま る 条 件 付 特 定

外 来 生 物 と し て 指 定 さ れ て い る 。  

( 2 ) 法 的 位 置 付 け や 行 為 規 制  

 特 定 外 来 生 物 生 物 に お い て は 、 捕 獲 、 譲 渡 し 、 販 売

目 的 で の 陳 列 ・ 広 告 、 輸 出 入 が 規 制 さ れ る が 、 条 件 付

特 定 外 来 生 物 は 、 販 売 目 的 で の 捕 獲 や 頒 布 に 該 当 す る

行 為 が 規 制 さ れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 終 生 飼 育 目 的 で の

捕 獲 や 飼 育 個 体 の 動 物 園 等 へ の 寄 付 は 規 制 さ れ な い 。  

( 3 ) 課 題  

 ど の 段 階 で 条 件 を は ず す か の 検 討 ・ 見 極 め が 課 題 と

考 え る 。 既 に 上 記 の 2 種 は 国 内 の 広 い 範 囲 に ま ん 延 し 、

影 響 が 拡 大 し て お り 、 早 急 な 対 策 が 求 め ら れ る 中 で 、

い つ の 時 期 ま で 条 件 付 と し て 扱 う か 要 検 討 で あ る 。 ミ

シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ の 寿 命 は 長 く 、 現 在 の 飼 育 個 体

の 多 く が 寿 命 を 迎 え る ま で は 長 期 間 を 要 す る 。 一 方 で 、

動 物 園 等 に よ る 受 け 入 れ も 空 間 、 管 理 コ ス ト 面 で 課 題

が あ り 、 効 果 的 か つ 適 切 な 殺 処 分 方 法 が 求 め ら れ る 。  



選択科目    

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                   部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－  Ⅰ  

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

← 解答する問題番号（１から４）を点線の枠内に必ず記入すること。

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

 「 条 件 付 特 定 外 来 生 物 」 の 制 度 が で き た 背 景 は 、 在

来 の 生 態 系 や 農 業 、 身 体 へ の 影 響 を 及 ぼ す 種 で あ る が 、

ペ ッ ト と し て 広 く 飼 育 さ れ て い る こ と か ら 、 特 定 外 来

生 物 に 指 定 し た 場 合 、 放 出 す る 可 能 性 が 高 い 種 を し て

い し て い る 。 ア メ リ カ ザ リ ガ ニ と ア カ ミ ミ ガ メ が 指 定

さ れ て い る 。 こ れ ら の 種 は 、 農 作 物 に 被 害 を も た ら し

た り 、 在 来 種 の 生 息 環 境 を 攪 乱 す る た め 、 指 定 さ れ て

い る 。  

条 件 付 特 定 外 来 生 物 に 指 定 さ れ た 場 合 は 、 こ れ ま で

飼 育 し て い た も の は 、 そ の ま ま 飼 育 す る こ と が で き

る が 、 販 売 、 頒 布 目 的 の 譲 渡 や 陳 列 は 禁 止 さ れ る 。

ま た 、 今 後 の 課 題 と し て 現 時 点 で 飼 育 さ れ て い る も

の が 、 飼 育 で き な く な っ た 場 合 、 自 然 に 放 た れ る こ

と が 懸 念 さ れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 

 





選択科目    

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項  問題：里地里山の保全再生計画 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－ 1（R6） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

⑴ 想 定 さ れ る 課 題 と そ の 解 決 に 向 け た 調 査 、 検 討 事 項  

⑴ - 1 課 題  

① 森 林 の 荒 廃  

 荒 廃 し た 森 林 は 、 林 内 が 暗 く 、 林 床 植 生 や 樹 木 根 系

が 発 達 し な い こ と か ら 、 水 源 涵 養 機 能 が 低 下 し て い る 。  

② 農 地 の 荒 廃  

 水 田 放 棄 地 は 植 植 生 遷 移 が 進 行 し 、 乾 燥 化 す る こ と

か ら 水 源 涵 養 機 能 が 低 下 し て い る 。  

③ 水 路 ・ た め 池 の 劣 化  

 破 損 に よ り 貯 水 機 能 が 低 下 （ 消 失 ） し て い た り 、 た

め 池 の 富 栄 養 化 に よ り 水 質 が 低 下 し て い る 。  

⑴ - 2 調 査 、 検 討 事 項  

① 過 去 の 土 地 利 用 等  

 目 標 設 定 の 参 考 に す る た め 、 過 去 の 土 地 利 用 状 況 を

調 査 す る 。 衛 星 画 像 や 航 空 写 真 の ア ー カ イ ブ 等 が 参 考

に な る 。 ま た 、 過 去 の 水 質 調 査 デ ー タ が あ れ ば 理 想 的

で あ る が 、 な い 場 合 は 水 生 生 物 生 息 情 報 を 指 標 に す る 。  

② 担 い 手 候 補 の 検 討  

 管 理 委 託 も 含 め て 公 的 機 関 が 管 理 を 行 う か 、 民 間 へ

の 払 下 げ に よ り 管 理 を 行 う か 等 を 検 討 す る 。  

③ 里 地 里 山 の 資 源 量 の 調 査  

 針 葉 樹 人 工 林 （ 原 木 、 間 伐 材 、 木 工 芸 品 、 木 質 バ イ

オ マ ス 等 ） 、 シ カ ・ イ ノ シ シ 等 の ジ ビ エ 、 農 作 物 等 の

里 地 里 山 の 資 源 量 を 調 査 す る 。 こ れ ら を 里 地 里 山 の 活

性 化 に 活 用 す る 。  



平成２８年度 技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

⑵ - 1 業 務 手 順  

① 保 全 ・ 再 生 の イ メ ー ジ 設 定  

 上 記 の 調 査 、 検 討 結 果 を 参 考 に 、 保 全 ・ 再 生 の イ メ

ー ジ を 設 定 す る 。 例 え ば 、 “ 都 市 か ら の 移 住 者 に よ る

農 林 業 を 通 じ た 豊 か な 水 の 集 落 ” 等 、 わ か り や す い 言

葉 と イ メ ー ジ 図 で 設 定 す る 。 （ 工 夫 ）  

② 空 間 配 置 の 検 討  

 林 業 地 、 農 地 、 住 居 等 の 空 間 配 置 を 検 討 す る 。 こ の

際 、 G I S を 活 用 し て 各 種 基 盤 情 報 を レ イ ヤ 管 理 す る こ

と で 、 効 果 的 か つ 適 切 な 配 置 を 検 討 で き る 。 （ 工 夫 ）  

③ 状 態 目 標 、 行 動 目 標 の 設 定  

 水 質 、 水 量 や 指 標 と な る 水 生 生 物 の 生 息 状 況 等 の 状

態 目 標 、 こ れ を 達 成 す る た め の 農 林 業 の 面 積 ・ 就 業 人

数 ・ 生 産 量 等 の 行 動 目 標 を 設 定 す る 。 な お 、 農 林 業 に

関 す る 他 計 画 の 目 標 ・ 施 策 と 整 合 さ せ る 。 （ 留 意 点 ）  

④ 保 全 ・ 再 生 計 画 の 策 定  

 上 記 に モ ニ タ リ ン グ 方 法 を 加 え て 計 画 を 策 定 す る 。  

⑶ 関 係 者 と の 調 整 方 策  

・ 関 係 行 政 部 署 と の 連 携 ( 林 業 、 農 業 、 鳥 獣 、 環 境 等 )  

・ 地 元 自 治 体 、 森 林 組 合 、 農 業 組 合 、 水 利 組 合 と の 合

意 形 成 、 必 要 に 応 じ て 協 力 の 依 頼  

・ 下 流 の 地 域 と の 連 携 と し て 、 川 上 川 下 協 定 等 （ 下 流

の 水 産 業 の 利 益 の 一 部 を 上 流 の 森 林 整 備 に 還 元 等 ）  

・ 有 識 者 へ の ヒ ア リ ン グ （ 計 画 策 定 前 後 ）  

・ 上 記 の 関 係 者 に よ る 連 携 協 議 会 の 設 置  
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技術部門                   部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－  Ⅰ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

選択科目    

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

1 ） 自 然 的 社 会 的 条 件 と 調 査 、 検 討 す べ き 事 項  

 対 象 と す る 地 域 は 、 河 川 の 河 口 部 に 広 が る 干 潟 環 境

で あ り 、 堤 内 地 は 、 市 街 地 と な っ て い る 。 干 潟 に は 、

シ オ マ ネ キ な ど の 希 少 生 物 が 生 息 す る と と も に 、 シ

ギ ・ チ ド リ な ど の 飛 来 地 と な っ て い る 。 こ の よ う な 希

少 種 が 生 育 す る 環 境 は 、 環 境 保 護 団 体 や 野 鳥 の 会 に よ

り 保 護 さ れ て い る 。  

 当 該 地 域 を 環 境 教 育 ・ 環 境 学 習 の 場 と し て 整 備 す る

た め に 調 査 、 検 討 す べ き 事 項 は 以 下 の と お り で あ る 。  

①  自 然 環 境 調 査  

希 少 植 物 を 含 む 自 然 環 境 の 調 査 を 行 う 。 ま た 、 そ の

生 息 す る 環 境 条 件 に つ い て も 調 査 、 整 理 す る 。  

②  社 会 環 境 調 査  

希 少 植 物 の 保 全 活 動 や そ の 取 り 組 み に つ い て 調 査 し 、

こ れ ら が 生 物 多 様 性 の 維 持 に つ な が っ て い る か を 把

握 す る 。 ま た 、 当 該 地 域 の 住 民 の 年 齢 構 成 等 を 調 査

し 、 取 組 が 持 続 可 能 で あ る か 検 討 す る 。  

③  法 的 な 規 制 の 有 無  

 検 討 区 域 が 、 法 的 に 規 制 を 受 け て い る か を 調 査 す る 。  

④  用 地 的 な 制 約  

対 象 と す る 範 囲 が 官 地 以 外 の も の で な い か 調 査 す る 。  

⑤  ア ン ケ ー ト の 実 施  

近 隣 の 住 民 や 小 学 校 に ア ン ケ ー ト を 行 い 、 自 然 環 境

へ の 興 味 、 関 心 の 有 無 等 に つ い て 調 べ る 。  

2 ) 業 務 を 進 め る 手 順 と 留 意 す べ き 点 、 工 夫 す べ き 点  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。）

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

① 自 然 環 境 調 査  

 調 査 は 、 1 年 以 上 か け て 行 い 、 出 現 種 を で き る だ け

す べ て 把 握 す る 。 こ の 際 、 地 域 住 民 の 方 に も 聞 き 取 り

調 査 を 行 い 、 夜 間 や 早 朝 に 出 現 す る 種 な ど 見 落 と し の

無 い よ う 、 調 査 計 画 を 立 案 す る 。  

② 委 員 会 の 立 ち 上 げ  

 学 識 経 験 者 や 地 域 住 民 の 代 表 、 自 治 体 等 に よ り 構 成

さ れ た 委 員 会 を 立 ち 上 げ 、 基 本 計 画 の 立 案 に つ い て 、

話 し 合 い 、 意 見 交 換 を 行 う 。 委 員 は 幅 広 く 意 見 を 収 集

す る た め 、 あ ら ゆ る 方 面 の 専 門 家 、 関 係 機 関 か ら 選 定

す る 。  

⑥  基 本 計 画 の 見 直 し と フ ィ ー ド バ ッ ク  

委 員 会 に よ り 、 意 見 を 収 集 整 理 し た う え で 、 調 整 し 、

基 本 計 画 を 立 案 す る 。 計 画 案 を 試 験 的 に 実 施 し 、 問

題 点 が あ れ ば 、 改 善 し 、 基 本 計 画 に 反 映 す る 。  

3 ） 効 率 的 、 効 果 的 に 進 め る た め の 関 係 者 と の 調 整 方

策  

 委 員 会 で は 、 様 々 な 意 見 が ぶ つ か り 、 合 意 が 困 難 な

状 況 と な る 可 能 性 が あ る 。 そ の た め に 、 各 委 員 が 納 得

し 合 意 形 成 で き る よ う 、 図 や 表 を 用 い た 分 か り や す い

方 法 で 説 明 す る 。 ま た 、 会 に 参 加 で き な い 方 は w e b 会

議 に よ る 双 方 向 の 対 話 を 行 い 、 理 解 を 得 ら れ る よ う 工

夫 す る 。  

 

 





選択科目    

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項  問題：野生復帰事業 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－ １（R6） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

⑴ 事 前 調 査 及 び 実 施 計 画 策 定 の 課 題  

⑴ - 1 復 帰 先 の 検 討 《 保 全 対 象 種 の 観 点 》  

 野 生 復 帰 に あ た り 、 元 々 の 生 態 系 に 帰 す こ と が 基 本

で あ る が 、 候 補 地 が 一 択 し か な い 場 合 を 除 き 、 複 数 の

候 補 地 を 比 較 検 討 し た う え で 選 定 す る 必 要 が あ る 。 こ

れ は 、 復 帰 事 業 の 前 後 で 生 息 環 境 が 変 化 （ 劣 化 ） 、 消

失 し て い る 場 合 も 想 定 さ れ る た め で あ る 。 例 え ば 、 大

型 鳥 類 に お い て は 風 力 発 電 施 設 の 存 在 （ バ ー ド ス ト ラ

イ ク の リ ス ク ） 、 魚 類 に お い て は 堰 等 に よ る 河 川 の 連

続 性 の 低 下 等 で あ る 。  

⑴ - 2 復 帰 に よ る 生 態 系 へ の 影 響 《 生 態 系 の 観 点 》  

 対 象 動 物 が 生 態 系 の 上 位 種 で あ る 場 合 、 復 帰 に よ る

個 体 数 増 加 に よ っ て 他 の 生 態 系 種 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能

性 が 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 コ ウ ノ ト リ ノ の 野 生 復 帰 に

伴 い 、 同 じ く 上 位 種 の 希 少 猛 禽 類 や 餌 と な る 希 少 小 型

サ ン シ ョ ウ ウ オ 類 、 タ ナ ゴ 類 等 へ の 影 響 が 考 え ら れ る

た め 、 環 境 影 響 を 評 価 す る 必 要 が あ る 。  

⑴ - 3 モ ニ タ リ ン グ 方 針 の 検 討 《 順 応 的 管 理 の 観 点 》  

 事 業 と し て 実 施 す る 以 上 、 目 標 を 明 確 化 す る と と も

に 、 事 業 効 果 を 確 認 し 、 必 要 に 応 じ て 改 善 等 に 取 り 組

む 等 、 順 応 的 な 管 理 が 重 要 で あ る 。 こ の こ と か ら 、 事

前 に モ ニ タ リ ン グ 方 針 を 定 め て お く 必 要 が あ る 。 特 に 、

目 標 、 モ ニ タ リ ン グ 調 査 方 法 、 モ ニ タ リ ン グ 指 標 の 評

価 、 こ れ ら を P D C A サ イ ク ル と し て 実 施 す る に あ た っ

て の 関 係 者 と の 調 整 等 の 検 討 が 必 要 で あ る 。  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

⑵ 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

⑵ - 1 最 も 重 要 な 課 題  

 モ ニ タ リ ン グ 方 針 の 検 討  

 野 生 復 帰 事 業 に お い て は 、 対 象 動 物 の 定 着 、 安 定 的

な 存 続 が 第 一 の 目 的 で あ り 、 こ の 達 成 に は 、 モ ニ タ リ

ン グ の 方 向 性 に 大 き く 左 右 さ れ る と 考 え ら れ る た め 、

最 も 重 要 で あ る と 考 え る 。  

⑵ - 2 解 決 策  

① 生 息 域 外 保 全 デ ー タ の フ ィ ー ド バ ッ ク  

 動 物 園 に お け る 生 息 、 行 動 デ ー タ を 目 標 及 び 評 価 指

標 、 モ ニ タ リ ン グ 調 査 方 法 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る 。 具

体 的 に は 、 繁 殖 率 、 活 動 時 間 、 餌 等 の デ ー タ を 参 考 に 、

個 体 数 の 回 復 目 標 、 調 査 手 法 （ 場 所 や 時 間 帯 等 ） 、 生

息 環 境 の 質 （ 餌 資 源 等 ） の 指 標 等 を 検 討 す る 。  

② モ ニ タ リ ン グ 調 査 方 法  

 対 象 種 の 個 体 数 だ け で な く 、 生 息 環 境 等 に つ い て も

調 査 す る 方 針 と す る 。 個 体 数 調 査 に つ い て は 、 専 門 調

査 員 に よ る 質 的 調 査 や 市 民 参 加 型 （ 携 帯 で 個 体 写 真 を

撮 り デ ー タ 収 集 ・ A I 識 別 等 ） の 量 的 調 査 等 、 目 的 や

条 件 に 応 じ て 適 切 な 方 法 を 検 討 す る 。 ま た 、 生 息 環 境

に つ い て は 、 特 に 個 体 数 に 影 響 を 与 え る 要 因 を 抽 出 す

る 。 例 え ば 、 餌 資 源 、 生 息 環 境 基 盤 （ 植 生 、 河 川 形 態

等 の 面 積 、 分 布 等 ） に つ い て 調 査 す る 。  

③ 関 係 者 と の 調 整 方 針  

 事 業 主 体 、 動 物 園 、 専 門 家 、 住 民 、 行 政 な ど 、 多 様
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な 主 体 が 関 係 し て く る こ と か ら 、 モ ニ タ リ ン グ 方 針 等

に つ い て 合 意 形 成 を 図 る と と も に 、 各 主 体 の 役 割 を 明

確 化 す る 。 こ れ ら の 主 体 に よ る 協 議 会 を 設 定 す る 。  

⑶ 将 来 的 な 懸 念 事 項 と そ れ へ の 対 応 策  

⑶ - 1 懸 念 事 項  

モ ニ タ リ ン グ コ ス ト の 増 大  

野 生 復 帰 事 業 に お い て は 、 順 応 的 管 理 が 必 要 で あ る こ

と か ら 、 モ ニ タ リ ン グ 期 間 が 複 数 年 に 及 ぶ た め 、 モ ニ

タ リ ン グ の 人 的 、 予 算 的 コ ス ト の 増 大 が 懸 念 さ れ る 。  

⑶ - 2 対 応 策  

① 最 新 技 術 を 活 用 し た コ ス ト 削 減  

・ 環 境 D N A に よ る 生 息 モ ニ タ リ ン グ （ 主 に 水 生 生 物 ）  

・ I C T セ ン サ ー カ メ ラ と A I 識 別 に よ る 生 息 状 況 調 査  

・ 衛 星 画 像 と A I 識 別 に よ る 、 大 型 鳥 類 の 行 動 調 査  

・ ド ロ ー ン の 空 中 写 真 を 活 用 し た 生 息 環 境 調 査  

・ W E B や デ ー タ 共 有 シ ス テ ム を 活 用 し た 遠 隔 会 議  

② 環 境 教 育 と の 連 携  

・ 地 元 の 教 育 機 関 と 連 携 し た モ ニ タ リ ン グ 調 査  

・ 生 息 地 管 理 作 業 （ 外 来 種 捕 食 者 の 駆 除 、 除 草 、 植 樹

等 ） の 協 働 実 施  

③ エ コ ツ ー リ ズ ム の メ ニ ュ ー 化  

・ 上 記 の 調 査 や 生 息 地 管 理 作 業 を エ コ ツ ー リ ズ ム （ ア

ク テ ィ ビ テ ィ ツ ー リ ズ ム や サ ス テ ナ ブ ル ツ ー リ ズ

ム ） の １ メ ニ ュ ー 化 す る 。 ま た 、 事 業 収 益 の 一 部 を

モ ニ タ リ ン グ 費 用 に 充 て る 。  
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技術部門                  部門 

専門とする事項        

受験番号 

問題番号   Ⅲ－     

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

２ 

（ １ ） 自 然 公 園 地 域 へ の 支 援 の 課 題  

課 題 ① ： オ ー バ ー ユ ー ス に よ る 自 然 劣 化  

 国 立 公 園 を は じ め と す る 自 然 公 園 に は 、 近 年 、

多 く の 観 光 客 が 来 訪 し 、 自 然 環 境 や そ こ に 育 ま れ

た 文 化 に 触 れ る 機 会 が 増 大 し て い る 。 一 方 で 、 貴

重 な 自 然 環 境 が 踏 圧 や 希 少 種 の 持 ち 帰 り 、 外 来 種

の 持 ち 込 み な ど 、 既 存 の 貴 重 な 自 然 が 危 機 に 瀕 し

て い る 。 そ の た め 、 在 来 の 貴 重 な 自 然 環 境 の 保 全

の 観 点 か ら 、 自 然 環 境 へ の ダ メ ー ジ を い か に 減 ら

す か が 課 題 と な る 。  

課 題 ② ： イ ン バ ウ ン ド へ の 対 応  

 近 年 、 海 外 か ら 多 く の 観 光 客 が 日 本 の 自 然 に 触

れ 合 う た め に 、 自 然 公 園 を 来 訪 し て い る 。 し か し 、

多 言 語 へ の 対 応 が 追 い 付 か ず 、 十 分 な コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン が 図 れ な い こ と か ら 、 道 に 迷 っ た り 、 迷

惑 行 為 を 行 っ て し ま っ て い る 。 そ の た め 、 ユ ニ バ

ー サ ル デ ザ イ ン 確 保 の 観 点 か ら 、 い か に 多 言 語 に

対 応 し た 地 域 の 体 制 を 整 え る か が 課 題 と な る 。  

課 題 ③ ： 周 辺 住 民 へ の 影 響  

 多 く の 観 光 客 が 国 内 外 か ら 自 然 公 園 に 来 訪 す る

こ と に よ り 、 貴 重 な 自 然 環 境 に 触 れ 合 う 機 会 が 増

え る 一 方 で 、 そ の 地 域 に 生 活 す る 住 民 に と っ て 、

観 光 客 に よ る 騒 音 や 、 ゴ ミ 放 棄 な ど の 迷 惑 行 為 が

懸 念 さ れ る 。 そ の た め 、 周 辺 住 民 が 安 全 ・ 安 心 し

て 生 活 で き る 環 境 確 保 の 観 点 か ら 、 い か に 観 光 客
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に マ ナ ー を 遵 守 し て 自 然 公 園 を 楽 し ん で も ら う か

が 課 題 で あ る 。  

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

 以 上 列 記 し た 課 題 の う ち 、 「 課 題 １ ： オ ー バ ー

ユ ー ス に よ る 自 然 劣 化 」 が 最 も 重 要 で あ る と 考 え

る 。 な ぜ な ら 、 自 然 環 境 は 、 一 度 損 傷 し た り 消 失

し て し ま え ば 、 元 に 戻 る に は 、 相 当 の 時 間 が 必 要

と な り 、 そ う な れ ば 、 自 然 公 園 と し て の 価 値 も 消

失 し て し ま う か ら で あ る 。  

 そ の 対 策 と し て 、 以 下 の ２ つ が 挙 げ ら れ る 。  

①  遊 歩 道 （ 木 道 ） の 設 置  

 自 然 公 園 の 散 策 路 に 遊 歩 道 （ 木 道 ） を 設 置 す

る こ と で 、 踏 圧 か ら 自 然 植 生 を 保 護 す る と と も

に 、 外 来 種 の 拡 大 を 抑 制 す る 。 ま た 、 木 製 で あ

る こ と か ら 、 自 然 に な じ み 、 外 観 上 も 問 題 な い 。  

②  希 少 種 の 看 板 の 設 置  

自 然 公 園 に 生 育 す る 植 物 の 情 報 な ど を 遊 歩 道

の 途 中 な ど に 設 置 し 、 ど の 種 が 自 然 環 境 の 保 全

上 重 要 で あ る か を 案 内 す る 。 ど の 種 が 重 要 で あ

る か を 示 す こ と で 、 観 光 客 の 自 然 へ の 保 全 の 意

識 が 高 ま り 、 む や み に 損 傷 し な く な る 。  

３ ． リ ス ク と 対 応 策  

① 遊 歩 道 （ 木 道 ） の 設 置  

遊 歩 道 は 、 木 製 で あ る た め 、 数 年 経 過 す れ ば 、

腐 食 し 、 損 傷 す る こ と に よ り 、 観 光 客 が 転 落 し 、
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け が を す る 可 能 性 が あ る 。  

そ の た め 、 毎 日 利 用 開 始 前 に 点 検 を 行 い 、 不 具

合 が あ れ ば 、 直 ち に 修 理 を 行 い 、 安 全 対 策 に 努 め

る 。 ま た 、 利 用 者 に ア ン ケ ー ト を 取 り 、 不 具 合 や

気 に な る 点 に つ い て 、 日 ご ろ か ら 調 査 を す る 。  

③  希 少 種 の 看 板 の 設 置  

希 少 種 の 看 板 を 設 置 す る こ と で 、 希 少 種 が 誰 に

で も 分 か る よ う に な る た め 、 持 ち 帰 っ た り 、 販 売

す る こ と が 懸 念 さ れ る 。  

そ の た め 、 持 ち 帰 ら な い よ う 、 日 常 的 に パ ト ロ

ー ル を 行 う 。 ま た 、 看 板 に 希 少 種 を 持 ち 帰 っ た 場

合 の 罰 金 等 に つ い て 記 載 し 、 啓 発 す る と と も に 、

自 然 公 園 の 利 用 者 が 発 見 し た 場 合 は 通 報 し て も ら

う 体 制 を 整 え て お く こ と が 重 要 で あ る 。  

以 上 の 対 策 に よ り 、 自 然 公 園 の 自 然 環 境 が 保 全

さ れ る と と も に 継 続 的 に 維 持 さ れ る と 考 え る 。  

以 上  
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